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論文内容要旨
 生体用金属として注自されているチタンあるいはチタン合金の鋳造加工技術の開発を目的とし
 て,当教室では,アルゴンアーク融解・加圧吸引鋳造機の開発,チタン奪絹リγ酸塩系埋没材の
 開発,ジルコンコーティング法さらに室温鋳型鋳造法の開発などを手掛けてきた。こうしたなか
 で,小型鋳造物の寸法精度については,すでに当教室の佐藤らが検討している。
 しかし,室温鋳型鋳造法では,チタンと鋳塑との反応を削減できるが,溶融チタンと鋳型との
 温度差が大きいために,十分な鋳造性が得られない懸念が残されていた。
 特に,辺縁部の適合状態が重視される鋳造修復物にあって,この部の鋳込み不足は致命的な欠
 陥となる。
 そこで,第一報では,室温鋳型および800℃鋳型への純チタンの鋳造性を評価した。
 実験は市販リン酸塩系埋没材と試作ジルコンコーティング材を併用して薄板状の蝋原型を埋没し,
 試作アーク融解,加圧吸引鋳造機を用いて鋳造して,鋳造体の蝋原型に対する面積の復元率をも
 って鋳込み率とした。また,対象として同鋳造機によるコパルトク・ム合金および金銀パラジウ
 ム合金の鋳造試験も行い,これらの結果と対比した。
 その結果,800℃鋳型に比べて,室温鋳型使用時では鋳込み率は劣るものの,5kgf/c㎡以上
 の鋳造圧を用いれば,通法によるコパルトク・ム合金や金銀パラジウム合金と同程度の鋳込み率
 が達成されることを確認した。
 第二報では,佐藤らの用いた条件でこれまでに開発された技法を用いて,チタン製小～中型鋳
 造修復物すなわちインレー,アンレー,クラウン,硬質レジン前装冠,ブリッジなどを製作し,
 患者29名,63症例の臨床応胴を試み,最長724目の経過観察をおこなった。
 その結果,臨床応用した63症例のうち,脱離工例,二次カリエス王例,術後の歯髄炎1例を認
 めたが,これらは,すべてチタン修復物自体の欠陥により生じたものではないことを確認した。
 また,対合歯における咬耗は,2症例に認めたが,これらはいずれもチタン修復歯に限局してみ
 られたものではないこと,すなわちチタン修復物特有のものではないことを確認したる
 今回観察した修復物の平均装用期間は,354.5日と短く,さらに長期の観察が必要ではあるも
 のの,現時点では特に問題となる症例は確認されず,純チタンによる鋳造修復はおおむね実嗣段
 階に習ったものと考えられた。
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審査結果要旨
 チタンあるいはその合金は,夢の生体材料とも言われ,医療胴素材として,広い分野から注目
 され,応用が試みられている。
 特に,歯科領域においては,精密鋳造法によってインレー,クラウン,ブリッジをはじめ,義
 歯用フレームやインプラントなどに応用する為の研究が精力的に推進されている。
 こうしたなかにあって,アルゴンアーク鋳造機やチタン鋳造用リソ酸塩系埋没材あるいはジル
 コン系コーティング材の開発,低温鋳型鋳造法の開発導入,さらにこれらの機材や技法を用いた
 チタン小型鋳造物の諸物性,寸法精度や変形等に関しては,すでに奥田,佐藤らにより,公表さ
 れてぎている。
 本薪究は,これまでに開発された導れらの機材や技法を用いて,チタン製のインレー,クラウ
 ン,ブリヅジなど小型鋳造修復物を製作し,これらを臨床に応用して,その臨床経過を精綴に観
 察することにより,これらチタン製鋳造修復の有馬性を臨床的に評価。確認することを目的とし
 ている。
 ところで,これら小型鋳造修復物においては,辺縁の適合精度はきわめて重要な課題であり,
 その製作にあたり,寸法糖度や変形の問題とともに,修復物の尖鋭な辺縁を確保することが不可
 欠である。
 まず第一報で,著者は,鋳込み率に関する実験をおこない,これまでに開発された技法によっ
 て,尖鋭な辺縁を有するチタン修復物が製作できるかについて検討している。
 その結果,室温鋳型鋳造法においても,5㎏釧。盛以上の鋳造圧を用いれば通法による金銀パ
 ラジウム合金やコパルトク・ム合金と同程度り鋳造性すなわち鋳込み率を達成でぎることを確認
 している。
 第二報では,これまでに開発された機材ならびに技法,すなわち,チタン専爾リン酸塩系埋没
 材を用いる方法あるいはジルコン系コーティング材とジン酸塩系埋没材を縛み合わせて馬いる方
 法により,インレー,アンレー,クラウン,硬質レジン前装冠,ブリッジなどを製作し,患者29
 名,63例に臨床応用を試み,術後最長724日,平均354・5臼閥それらの経過を精細に観察している。
 その結果,ウ蝕発生や歯髄炎など経過不良例4例を認めたがそれらはいずれもチタン修復物自
 体の欠陥によるものではないことを確認するとともに,これらのチタン修復物には特に問題とな
 る事項は見当たらず,いずれも期待どおり良好に経過していることを確認している。
 このように,本研究は,チタン製イン・レー,クラウン,ブリッチなどの小型鋳造物の臨床応用
 を,世界に先駆けて,実罵段階に至らしめるとともに,その臨床的有用性を確認した研究であり,
 その成果は高く評価される。
 以上により,本研究は学位授与に価するものであると判定する。
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